
平 成 １ ９ 年 度 事 業 計 画 に つ い て  

 

Ⅰ  基 本 方 針  

廃棄物の適正処理を促進するために，県内における廃棄物の最終処分場の安定的

確保を図るとともに，廃棄物による環境汚染の防止対策等の支援を行い，もって本

県の産業活動の健全な発展と県土の環境保全に寄与するため，各種事業を適正かつ

効率的に実施する。  
公共関与による廃棄物処理施設の事業主体としては，「エコフロンティアかさま」

の運営に当たって，モデル施設としての安全性の確保を最重点としながら，経営の

合理性も追求していく。  
 
Ⅱ  産 業 廃 棄 物 適 正 処 理 推 進 事 業 関 係 （ 一 般 会 計 ）  

 

１ 事業  
（１）最終処分場周辺施設整備助成事業  

産業廃棄物処分業者による産業廃棄物最終処分場の設置に伴い，市町村等が

周辺の利便施設の整備事業を行う場合，当該市町村等に対し交付金を交付する。 
 

（２）環境調査等助成事業  
産業廃棄物処理施設について，市町村等が周辺の地下水の分析，大気の測定

等の環境調査等を行う場合，当該市町村等に対し交付金を交付する。  
 

（３）環境汚染対策等支援事業  
市町村が，産業廃棄物最終処分場等周辺の住民の生活環境を確保するために

生活水確保助成事業を行う場合，当該市町村に対し交付金を交付する。  
 

（４）不法投棄撤去助成事業  
不法投棄者等が判明しない場合であって，生活環境保全上著しい支障が生じ

る恐れがあるため，市町村等が不法投棄物の撤去等を行う場合，当該市町村に

対し交付金を交付する。  
 

（５）有効利用促進助成事業  
産業廃棄物の減量化，有効利用に関する調査研究等を行う団体等に対し交付

金を交付する。  
 

（６）臨時的緊急対策事業  
産業廃棄物の不法投棄等により，現に当該投棄場所周辺に著しく環境上の影

響が発生している場合において，その影響を除去することが緊急を要する場合

であって，各種要件に該当する場合，その対策事業を実施する。  
 

２ 管理  
理事会，評議員会を開催する。  

５ 



Ⅲ  エ コ フ ロ ン テ ィ ア か さ ま 廃 棄 物 処 理 事 業 関 係（ エ コ フ ロ ン テ ィ ア か さ ま 特 別 会 計 ） 

 
１ 事業  
 
（１）廃棄物処理事業  

 一般廃棄物及び産業廃棄物処理事業を行い，平成１９年度は表 1 に示す廃棄

物の受入を目指す。  
 
① 一般廃棄物処理事業  

ア 笠間市内 (笠間地区 )から収集された生活系ごみ，許可業者，事業者及び

市民の持込ごみの適正処理を図る。なお，市民の持込ごみの搬入について

は，産業廃棄物の搬入車輌と分離するため土曜日とする。  
イ 最終処分場を持たない市町村・一部事務組合から排出される燃えがら，

溶融スラグ及び不燃残さを受け入れて適正処理を図る。  
また，プラスチック類を不燃物として集めている市町村等から廃プラス

チックを受け入れ，溶融施設で行っている高効率発電のエネルギー源とし

て利用する。  
 

② 産業廃棄物処理事業  
    ア  溶融処理  

    事業活動に伴って排出される紙くず，木くず，廃プラスチック類等の産

業廃棄物を安定的に受け入れることにより，事業活動の推進に寄与する。   
    また，溶融処理施設の特長を生かし，処理が困難とされる医療廃棄物，

廃石綿類や有害産業廃棄物なども受け入れ，溶融して無害化を図る。溶融

処理によって発生するスラグは場内で有効利用し，同時に生成するメタル

は金属材料として売却するなど，マテリアルリサイクルを推進する。加え

て，排ガス中の熱エネルギーに利用して高効率の発電を行い，サーマルリ

サイクルも併せて推進する。  
  イ  埋立処理  
    がれき類，ガラスくずコンクリートくず及び陶磁器くずなどの安定型産

業廃棄物と燃えがら，ばいじん，汚泥，鉱滓など管理型産業廃棄物を埋立

処分する。  
    また，石綿管や石綿含有スレート等の非飛散性アスベストについては，

国の通知に基き，埋め立て場所を特定し，図面にその場所を明記する。  
 

（２）啓発普及等事業  
エコフロンティアかさまの施設運営推進等に資するため，地域住民向けに啓

発普及事業を実施するともに，利用者に対しても運営状況等を説明し，廃棄物

の適正処理施設としての啓発普及活動を実施する。  
    また，管理棟に整備した環境学習施設を，学校教育や市民団体等の活動と連

携させ，循環型社会の形成に向けた県民の意識向上に努める。  
 

（３）地元相談・調査等事業  
エコフロンティアかさまの地元住民への理解を深めるため，笠間市等ととも

に相談・指導及び調査等の事業を実施するとともに，その他必要な事業を行う。  
 

（４）地域振興等事業  
地元振興の中核となる施設について，引き続き県，笠間市及び地元住民と検

討するとともに，県及び笠間市との調整を図り，地元振興のための各種の事業

を実施する。  
 

６ 



７ 

 
（５）廃棄物処理施設運営管理事業  

将来にわたる施設の安全性の確保を図るため，溶融処理施設，最終処分場及

び浸出水処理施設の適正管理に努める。  
また，環境保全委員会の提言を受けながら適切な環境対策を実施するととも

に，排出ガス，放流水等の計測値を表示板（電光掲示板）に掲示するなど，情

報公開に努める。  
 

（６）事業管理  
事業所の管理運営を行う。  

 
２ 管理  

事業団の管理運営を行う。  
 

 
 

表１ 平成１９年度の受入計画 

                               (単位:ﾄﾝ) 

処理方法等 受入計画量 
参考 

（平成１８年度受入見込）  

笠間市 ９，０００ ９，２００
一廃 

その他市町村等 ４，０００ ２，５００

一般溶融廃棄物 ２６，０００ １９，０００

医療系廃棄物 ５００ ２７０産廃 

廃石綿類 ８００ ５００

溶融 

小 計 ４０，３００ ３１，４７０

笠間市 ２，０００ ０一廃 
その他市町村等 ７，０００ ６，７００

一般埋立廃棄物 ７９，０００ ７１，０００
産廃 

非飛散性ｱｽﾍﾞｽﾄ １，０００ １，６００

埋立 

小 計 ８９，０００ ７９，３００

 
 


